











































































































































































SNB = BX (X, Y) − CX (X) + BY (Y) − CY (Y, Z) + BZ (Z) − CZ (Z) − EX (X, XS (Y)) 





SNBX = BXX − CXX − EXX = 0 （7）
SNBY = BXY + BYY − CYY − EXS XSY − EYY =0 （8）
SNBZ = − CYZ + BZZ − CZZ = 0 （9）
ここで，（7）式は社会的純便益を最大化するために必要な利用量が満た
すべき条件を示しており，次のように整理できる。











BXXXdX + BXXYdY = 0
この式を整理することにより，次の関係式が得られる。























BXYXdX + BYYYdY − CYYZdZ = 0
この式をdY とdX ，またdY とdZ についてそれぞれ整理することによ
り，次の関係式が各々得られる。
dY / dX = − BXYX / BYYY > 0 （11）























dZ / dY=−CYZY / C
Z
ZZ < 0 （13）
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ここから，観光資源開発規模の拡大は，自然保護活動の追加的な社会的
費用を増加させる結果，国立公園の社会的に最適な自然保護活動規模を減
少させることが分かる。
４．まとめ
この書評では，2016年時潮社から発刊された村串仁三郎氏による『高度
成長期日本の国立公園−自然保護と開発の激突を中心に−』をもとに環境
経済モデルを構築し，国立公園の利用・開発・保護の相互依存関係を明ら
かにしてきた。本書では利用の問題と開発・保護の問題とが異なる次元と
して扱われてきたが，今回の環境経済モデルによる分析結果から，次のよ
うな関係性が明らかとなった。
１）国立公園の利用量と観光資源開発規模との間には正の相関関係
２）国立公園の観光資源開発規模と自然保護活動との間には負の相関関
係
３）国立公園の利用量と自然保護活動との間には相関関係がない
１）に関しては，本書の第４章で若干の言及があったが，そこでは観光
資源開発規模が利用量に影響を与えるという因果関係が示されていたが，
今回の分析では利用量が観光資源開発規模に逆に影響を与えるという因果
関係も存在することが示された。２）に関しては，本書の第７章から第12
章で分析された開発と保護運動の関係性についての理論的な裏付けとな
る。そして３）に関しては，今回のモデルでは分析を簡単にするために単
純化の仮定が大きな影響を与えている。いくつかの仮定を緩めることによ
り，国立公園の利用量と自然保護活動という一見すると何も関係が無さそ
うな両者の間に相関が存在することになるであろう。
最後に，本書の序文で著者は「…安定成長期からバブル経済期に至る
国立公園のあり様も気になる。しかし今度こそ私は，それらの期の国立公
園研究をおこなうことが出来ないだろう。」と述べているが，是非とも安定
国立公園の利用・開発・保護の相互依存関係
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成長期，バブル期，さらに失われた20年期，そして世界金融危機期と国立
公園研究シリーズを追加していただけることを期待している。
